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成
年
後
見
人
に
よ
る
財
産
処
分
と
遺
言

冷　

 

水 　

登　

紀　

代

は
じ
め
に
─
問
題
の
所
在
─

　

法
定
相
続
制
度
と
遺
言
自
由
の
原
則
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
戦
後
の
家
族
法
学
が
唱
え
て
き
た
理
論
に
対
し
て
、
近
年
、
逆
の

観
点
か
ら
有
力
な
指
摘
が
さ
れ
る
流
れ
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
私
的
自
治
の
原
則
を
基
礎
と
し
た
近
代
民
法
の
も
と
で
は
、
遺
言
は
人
の

終
意
に
格
別
の
重
き
を
お
く
も
の
で
あ
り
、
遺
言
は
で
き
る
限
り
適
法
有
効
な
も
の
と
し
て
、
遺
言
者
の
真
意
の
実
現
に
資
す
る
よ
う

に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
（benigna interpretation, favor testam

enti

）
と
の
法
源
が
あ
る
。
そ
し
て
戦
後
の
家
族
法
学
の
主
流
は
、

被
相
続
人
の
最
終
意
思
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
財
産
処
分
に
つ
い
て
、
国
家
は
最
大
限
そ
れ
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
、
遺
言
自
由
の
原
則

を
相
続
法
の
原
則
と
し
て
位
置
づ
け
、
法
定
相
続
分
は
遺
言
が
な
い
場
面
で
の
補
充
的
規
定
で
あ
る
と
捉
え
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
、
近
年
「
死
せ
ん
と
す
る
者
の
意
思
の
尊
重
は
、
そ
れ
を
支
え
る
制
度
的
基
盤
の
上
に
あ
る
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
理
解
に
表
れ
る
よ
う
に
、
法
定
相
続
制
度
も
含
め
た
民
法
が
採
用
し
た
制
度
を
前
提
と
し
、
遺
言
の
自
由
は
そ

の
修
正
の
た
め
の
規
律
に
と
ど
ま
る
と
の
考
え
方
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
は
、
こ
こ
で
尊
重
さ
れ
る
「
意
思
」
は
、

私
的
自
治
の
原
則
が
機
能
す
る
他
の
場
面
と
は
異
な
り
、
相
続
財
産
の
帰
属
を
決
め
る
際
に
、
個
人
の
意
思
を
聞
い
て
や
ろ
う
と
い
う

（
1
）

（
2
）
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配
慮
に
で
た
程
度
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
意
思
」
に
対
し
て
は
、
法
秩
序
が
理
想
と
す
る
状
況
、
と
り
わ
け
法
秩
序

が
法
定
相
続
制
度
の
も
と
で
相
続
資
格
を
与
え
た
者
に
対
し
て
認
め
た
利
益
（
相
続
権
）
を
保
障
す
る
た
め
に
、
国
家
が
介
入
す
る
可

能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
上
記
の
よ
う
な
相
続
法
学
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
成
年
後
見
人
が
行
っ
た
財
産
処
分
と
「
被
後
見
人
＝
遺
言
者
」
の
遺

言
意
思
と
が
衝
突
し
た
場
面
に
お
い
て
、
民
法
が
定
め
た
成
年
後
見
人
の
財
産
処
分
と
遺
言
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
成
年

後
見
人
が
行
っ
た
財
産
処
分
が
優
先
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
遺
言
意
思
は
ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
問
題
を
以
下
の
設
例

を
も
と
に
検
討
し
た
い
。

【
設
例
】

　

Ａ
は
、
居
住
用
不
動
産
甲
を
所
有
し
て
お
り
、「
甲
を
自
身
の
面
倒
を
よ
く
み
て
く
れ
る
近
所
に
住
む
従
妹
Ｂ
に
遺
贈
す
る
」
旨
の
遺
言
を
作

成
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
Ａ
の
た
め
に
成
年
後
見
人
Ｃ
が
選
任
さ
れ
た
。
Ｃ
は
Ａ
を
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
さ
せ
る
た
め
に
、
民
法
八
五
九
条
の
三

に
よ
る
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
甲
を
Ｄ
に
売
却
し
（
所
有
権
移
転
登
記
手
続
き
も
済
ま
せ
た
）、
売
却
代
金
の
一
部
を
入
居
時
に
払
う
一

時
金
と
し
て
支
払
い
、
残
り
を
Ｅ
銀
行
に
預
金
し
て
い
た
。
そ
の
後
Ａ
が
亡
く
な
り
、
Ａ
の
相
続
人
Ｇ
が
Ｅ
銀
行
の
預
金
を
相
続
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
設
例
で
は
、
成
年
後
見
人
Ｃ
の
処
分
の
有
効
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
Ｂ
に
対
す
る
遺

贈
は
法
的
に
意
味
の
無
い
も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
遺
言
も
仮
に
有
効
で
あ
る
場
合
、
相
続
人
Ｇ
は
遺
贈
義
務
者
（
民
法
九
八
七

条
）
と
し
て
Ｂ
に
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

遺
言
で
の
成
年
被
後
見
人
に
よ
る
財
産
処
分
（
特
定
物
遺
贈
）
と
成
年
後
見
人
に
よ
る
財
産
処
分
の
対
象
物
が
同
じ
で
あ
る
場
合
に

（
3
）
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つ
い
て
、
民
法
は
明
確
な
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
な
い
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
成
年
後
見
人
の
処
分
行
為
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。

一 

成
年
後
見
人
の
処
分
行
為
の
有
効
性

1　

成
年
後
見
人
の
財
産
管
理
権

　

成
年
後
見
人
は
、
被
後
見
人
の
財
産
を
管
理
し
、
代
表
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
（
民
法
八
五
九
条
）、
成
年
後
見
人
は
、
被
後
見

人
の
財
産
に
つ
い
て
の
法
律
行
為
に
つ
き
包
括
代
理
権
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
委
任
契
約
・
準
委
任
契
約
に
よ
り
特
定
の
代
理
権
、

管
理
権
を
授
権
さ
れ
て
い
る
受
任
者
と
の
権
限
と
は
異
な
る
。
し
か
し
包
括
的
な
代
理
権
を
有
し
て
い
る
後
見
人
で
あ
っ
て
も
、
被
後

見
人
の
保
護
の
観
点
か
ら
民
法
は
、
成
年
被
後
見
人
の
居
住
用
不
動
産
の
処
分
の
際
に
は
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
求
め
（
民
法
八
五
九

条
の
三
）、
こ
の
許
可
が
な
い
代
理
行
為
や
成
年
後
見
人
の
代
理
行
為
が
利
益
相
反
行
為
に
あ
た
る
場
合
に
は
（
民
法
八
六
〇
条
）、
無

権
代
理
と
す
る
。
ま
た
、
判
例
上
、
成
年
後
見
人
が
代
理
権
を
濫
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
濫
用
の
事
実
を
相
手
方
が
知
り
う
る
特
段

の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
民
法
九
三
条
た
だ
し
書
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
成
年
後
見
人
の
代
理
行
為
は
無
効
と
な
り
う
る
。
こ
の
よ

う
に
民
法
は
、
法
定
代
理
人
の
行
為
に
つ
い
て
も
一
定
の
制
約
を
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、
本
人
に
効
果
が
帰
属
し
な
い
場
面
は
限
定

的
で
、
こ
の
よ
う
な
場
面
以
外
は
、
成
年
後
見
人
が
行
っ
た
代
理
行
為
は
有
効
な
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
広
範
な
代
理
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
成
年
後
見
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
代
理
行
為
を
自
ら
の
判
断
で
自
由
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
成
年
後
見
人
は
被
後
見
人
の
財
産
の
管
理
・
処
分
に
あ
た
っ
て
は
善
管
注
意
義
務
を
負
い
（
民
法
八
六

九
条
、
同
六
四
四
条
）、
被
後
見
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
身
上
に
配
慮
し
て
、
そ
の
管
理
、
処
分
に
関
す
る
事
務
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
民
法
八
五
八
条
）。

（
4
）
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民
法
八
六
九
条
が
準
用
す
る
同
六
四
四
条
の
善
管
注
意
義
務
は
、
委
任
契
約
の
本
旨
に
従
っ
て
事
務
を
処
理
す
る
義
務
で
あ
り
、
こ

の
義
務
は
、
受
任
者
＝
債
務
者
の
職
業
・
地
位
・
知
識
等
に
お
い
て
一
般
に
要
求
さ
れ
る
平
均
人
の
注
意
義
務
、
各
具
体
的
場
合
の
取

引
の
通
念
に
従
い
相
当
と
認
む
べ
き
人
が
な
す
べ
き
注
意
の
程
度
を
要
す
る
義
務
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
義

務
に
違
反
し
た
場
合
、
受
任
者
は
委
任
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
成
年
後
見
人
は
、
後
見
制

度
の
本
旨
に
従
っ
て
被
後
見
人
の
財
産
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
管
理
に
あ
た
り
善
管
注
意
義
務
を
負
い
こ
の
義
務
違
反
が

あ
れ
ば
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　

成
年
後
見
人
の
被
後
見
人
の
意
思
の
尊
重
義
務
・
身
上
配
慮
義
務
は
、
こ
の
善
管
注
意
義
務
を
敷
衍
し
た
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
八
五
八
条
の
義
務
は
、
単
な
る
理
念
で
は
な
く
、
成
年
被
後
見
人
の
身
上
面
に
関
す
る
保
護
の
場
面
で
、

成
年
後
見
人
の
職
務
に
お
け
る
指
導
原
理
で
あ
る
と
立
法
時
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
後
見
人
は
、
被
後
見
人
の
意
思
の
尊
重

と
身
上
配
慮
に
適
っ
た
よ
う
な
形
で
の
財
産
管
理
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
事
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
成
年
後
見
人
と
し
て
そ
の
者

の
職
業
・
地
位
・
知
識
か
ら
要
求
さ
れ
る
客
観
的
な
注
意
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　

被
後
見
人
の
意
思
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
思
を
確
認
せ
ず
に
処
分
を
し
た
よ
う
な
場
合
に

は
、
成
年
後
見
人
の
善
管
注
意
義
務
違
反
が
問
題
と
な
り
う
る
。
ま
た
、
被
後
見
人
の
意
思
が
昏
睡
状
態
に
あ
る
な
ど
で
確
認
で
き
な

い
状
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
客
観
的
な
事
情
か
ら
被
後
見
人
の
意
思
を
探
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
そ
の
作
業
を
す
る
こ
と

が
後
見
人
に
は
要
請
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
思
を
必
ず
尊
重
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え

な
い
場
面
が
生
じ
る
。
意
思
の
尊
重
と
同
レ
ベ
ル
で
被
後
見
人
の
身
上
に
も
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
身
上
配
慮
の
観
点
か
ら
意

思
の
尊
重
が
後
退
す
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。
被
後
見
人
の
財
産
が
唯
一
の
居
住
用
不
動
産
で
、
そ
の
財
産
を
処
分
し
な
け
れ
ば
適
切

な
介
護
を
う
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
見
人
は
、
被
後
見
人
の
意
思
に
反
し
て
も
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を

（
5
）

（
6
）



成年後見人による財産処分と遺言﻿

（阪大法学）66（3・4-275）　731 〔2016.11〕

得
て
、
被
後
見
人
の
生
活
を
整
え
る
義
務
が
、
民
法
八
五
八
条
か
ら
導
か
れ
、
そ
の
生
活
を
整
え
る
義
務
を
遂
行
す
る
際
に
も
善
管
注

意
義
務
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
被
後
見
人
が
複
数
の
不
動
産
や
そ
の
他
資
産
を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
被
後
見
人
の

意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
ど
の
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
が
適
切
か
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
の
価
額
で
処
分
す
る
こ
と
が
適
当
か
を
、

後
見
人
と
し
て
善
管
注
意
義
務
に
従
い
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　

成
年
後
見
人
に
よ
る
被
後
見
人
の
意
思
の
尊
重
と
遺
言
内
容
の
確
認
義
務
？

　

上
記
の
よ
う
に
、
成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
意
思
の
尊
重
・
身
上
配
慮
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
義
務
は
、
あ
く

ま
で
身
上
配
慮
・
療
養
看
護
に
関
す
る
事
務
を
行
う
に
あ
た
り
本
人
の
意
思
に
十
分
配
慮
す
る
義
務
で
あ
り
、
こ
こ
で
成
年
後
見
人
に

尊
重
さ
れ
る
本
人
の
意
思
は
、
成
年
被
後
見
人
の
遺
言
意
思
の
確
認
と
は
異
な
る
次
元
に
あ
る
。
ま
た
、
遺
言
の
秘
密
は
守
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
事
実
上
、
成
年
後
見
人
が
被
後
見
人
の
遺
言
の
存
在
や
そ
の
内
容
を
知
り
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

成
年
後
見
が
開
始
す
る
前
に
、
成
年
後
見
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
成
年
後
見
が
開
始
し
て
い
る
場
合
、
成
年

後
見
人
は
事
理
弁
識
能
力
を
欠
く
た
め
成
年
後
見
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
成
年
被
後
見
人
が
意
思
を
表
明
で
き
な
い

状
態
で
あ
れ
ば
成
年
後
見
人
は
そ
の
意
思
を
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
も
、
成
年
後
見
人
に
対
し

て
、
成
年
後
見
人
が
財
産
処
分
を
行
う
の
に
際
し
、
本
人
に
そ
の
対
象
と
な
る
目
的
物
が
遺
言
の
目
的
物
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
義
務
、
さ
ら
に
は
そ
の
遺
言
を
撤
回
す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
義
務
ま
で
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
上
述
し
た
と
お
り
（
一
─
1
）、
成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
意
思
を
配
慮
す
る
義
務
を
負
う
も
の
の
、
必
ず
し
も
そ
の
意
思

に
「
従
っ
て
」
職
務
を
遂
行
す
る
義
務
を
負
う
わ
け
で
は
な
い
。
成
年
被
後
見
人
本
人
の
意
思
が
極
め
て
曖
昧
で
、
非
現
実
的
な
意
思

を
表
明
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
7
）
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こ
の
よ
う
に
成
年
後
見
人
の
財
産
上
の
処
分
は
、
職
務
上
負
う
善
管
注
意
義
務
、
民
法
八
五
八
条
の
義
務
を
遵
守
し
て
も
、
そ
の
行

為
が
成
年
後
見
人
と
し
て
職
務
上
求
め
ら
れ
る
処
分
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
遺
言
事
項
に
抵
触
す
る
処
分
で
あ
り
、
本
人
の
遺
言
意
思
に

反
し
て
い
た
と
し
て
も
、
成
年
後
見
人
の
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
成
年
後
見
人
が
、
職
務
を
遂
行
す
る
な
か
で
、
た

ま
た
ま
本
人
か
ら
遺
言
の
内
容
を
聞
き
出
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
知
り
得
た
場
合
、
遺
言
の
目
的
物
に
な
っ
て
い
な
い
物
か
ら
の
処
分

を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
そ
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
意
思
の
内
容
を
実
現
す
る
義
務
が

あ
る
こ
と
に
は
論
理
必
然
的
に
は
繫
が
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
成
年
後
見
人
の
本
人
の
意
思
の
尊
重
は
、
身
上
配
慮
義
務
と
相
ま
っ
て
、
絶
対
的
な
優
先
的
価
値
と
は
必
ず

し
も
な
ら
ず
、
善
管
注
意
義
務
の
対
象
は
成
年
後
見
業
務
に
関
す
る
事
務
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
仮
に
成
年
後
見
人
が
適
正
に
財
産
処
分
を
し
た
場
合
で
も
、
遺
言
の
内
容
に
抵
触
す
る
可
能
性
は
で
て
く
る
。
し
か

し
、
成
年
後
見
人
の
財
産
処
分
は
、
遺
言
内
容
に
抵
触
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
有
効
で
、
善
管
注
意
義
務
に
反
し
な
い
限

り
法
的
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
も
な
い
。
仮
に
、
成
年
後
見
人
の
行
為
が
遺
言
事
項
に
抵
触
す
る
よ
う
な
場
合
に
無
効
と
し
た
り
、
善

管
注
意
義
務
に
反
す
る
た
め
に
無
効
と
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
後
見
人
は
取
引
の
安
全
を
考
慮
し
て
─
─
場
合
に
よ
っ
て
は
、

相
手
方
か
ら
の
責
任
追
及
を
回
避
す
る
た
め
に
─
─
、
本
人
の
遺
言
事
項
を
後
見
業
務
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
以
上
に
遺
言
内
容
の
確

認
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
態
に
陥
り
る
。

　

以
下
で
は
、
成
年
後
見
人
の
処
分
行
為
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
、
で
は
、
こ
の
場
合
に
本
人
が
行
っ
た
遺
言
の
効
力
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
を
検
討
す
る
。
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二 

遺
言
の
効
力

　

民
法
一
〇
二
三
条
二
項
は
、
遺
言
に
抵
触
す
る
処
分
を
、
遺
言
者
が
行
っ
た
場
合
に
は
、
遺
言
の
撤
回
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
旨

を
規
定
す
る
。
同
条
の
抵
触
行
為
の
主
体
は
、
同
条
が
一
〇
二
二
条
を
受
け
て
の
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
遺
言
者
」
で
あ
る
が
、
こ

の
「
遺
言
者
」
に
法
定
代
理
人
を
含
め
て
解
釈
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

1　

法
定
代
理
人
包
含
説

　

明
治
民
法
の
起
草
者
で
あ
る
梅
謙
次
郎
は
、
法
定
代
理
人
が
抵
触
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遺
言
者
自
身
の
行
為
と
見
な
し
う
る

か
ら
、
法
定
代
理
人
に
よ
る
抵
触
行
為
は
撤
回
の
効
力
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
本
人
が
遺
言
を
撤
回
し
た
の
と
同
様
の
効
果
が
生
じ
る
た
め
、
遺
言
に
抵
触
す
る
処
分
行
為
を
法
定
代

理
人
が
行
っ
た
と
し
て
も
、
遺
言
の
効
力
発
生
後
に
、
遺
言
の
受
贈
者
が
遺
贈
さ
れ
た
目
的
物
に
つ
い
て
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
は
な

い
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
法
定
代
理
人
が
行
っ
た
代
理
行
為
に
つ
い
て
取
引
の
安
全
が
害
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
だ
け
で
な
く
、
遺
言
者
死
亡
後
に
遺
贈
義
務
者
と
な
る
相
続
人
に
と
っ
て
も
当
該
遺
言
上
の
（
特
定
物
の
引
渡
）
義
務
を
免
れ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
遺
言
者
の
死
亡
後
の
法
律
関
係
が
安
定
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
成
年
後
見
人
が
、
善
管
注
意
義
務
を
尽
く

し
て
財
産
処
分
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
処
分
の
時
点
で
の
遺
言
者
で
あ
る
成
年
被
後
見
人
の
意
思
に
配
慮
さ
れ

て
お
り
、
成
年
後
見
人
の
意
思
＝
本
人
の
意
思
と
見
な
し
、「
画
一
的
に
」
遺
言
の
撤
回
行
為
と
と
ら
え
る
こ
の
説
の
立
場
は
、
後
見

制
度
の
社
会
化
の
流
れ
に
も
馴
染
む
。

　

し
か
し
、
こ
の
説
に
従
っ
た
場
合
、
成
年
後
見
人
が
仮
に
善
管
注
意
義
務
に
違
反
し
た
場
合
の
効
力
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い

（
8
）
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う
問
題
が
生
じ
る
。
仮
に
、
遺
言
の
撤
回
と
は
見
な
さ
れ
な
い
と
解
す
る
な
ら
ば
取
引
の
安
全
を
害
し
、
逆
に
成
年
後
見
人
の
処
分
行

為
と
遺
言
の
撤
回
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
り
、
相
互
に
影
響
を
与
え
ず
処
分
行
為
自
体
は
有
効
で
後
は
、
成
年
後
見
人
の
善
管
注
意
義

務
違
反
を
問
う
に
と
ど
ま
る
と
解
す
れ
ば
、
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
誰
に
帰
属
す
る
の
か
、
誰
が
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
。
相
続
法
理
に
従
う
と
、
本
人
が
生
存
時
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
発
生
で
あ
り
、

そ
う
す
る
と
本
人
に
損
害
賠
償
請
求
権
が
帰
属
し
、
相
続
人
が
こ
の
権
利
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
る
（
民
法
八
九
六
条
）。
そ
う
す
る

と
、
遺
言
者
が
、
相
続
人
以
外
に
遺
贈
し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
意
思
が
実
現
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
続
人

が
遺
言
意
思
に
反
し
て
利
益
を
得
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。

2　

本
人
限
定
説

　

今
日
の
通
説
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
民
法
一
〇
二
三
条
二
項
の
抵
触
行
為
の
主
体
を
「
遺
言
者
」
本
人
に
限

定
す
る
と
い
う
解
釈
を
と
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
通
説
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
と
る
の
か
に
つ
い
て
（
3
）、
仮
に
法
定
代
理
人
が
含
ま
れ
な
い

（
民
法
一
〇
二
三
条
二
項
の
処
分
主
体
を
遺
言
者
に
限
定
す
る
）
と
解
し
た
場
合
に
は
、
遺
言
の
効
力
と
代
理
人
が
行
っ
た
有
効
な
代

理
行
為
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
く
（
4
）。

　

な
お
、
以
下
で
検
討
す
る
遺
言
の
内
容
は
、「
特
定
物
遺
贈
」
を
前
提
と
し
て
い
る
。



成年後見人による財産処分と遺言﻿

（阪大法学）66（3・4-279）　735 〔2016.11〕

3　

民
法
一
〇
二
三
条
二
項
の
「
遺
言
者
」
と
代
理
人

　

⑴　

任
意
代
理

　
　

任
意
代
理
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
売
買
の
代
理
権
授
与
に
あ
た
り
、
代
理
行
為
の
内
容
と
な
る
目
的
物
、
売
却
価
格
、
相
手
方
を

具
体
的
に
定
め
て
授
権
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
者
が
、
遺
言
に
お
い
て
特
定
の
者
に
対
し
て
遺
贈
を
行
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
目
的
物
を
任
意
代
理
人
に
対
し
て
処
分
を
依
頼
し
、
任
意
代
理
人
が
当
該
目
的
物
を
処
分
し
た
場
合
に
は
、
遺
言
者
の
「
意

思
」
に
基
づ
き
行
っ
た
処
分
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
私
的
自
治
の
拡
張
が
実
現
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

⑵　

法
定
代
理

　

こ
れ
に
対
し
て
、
成
年
後
見
に
お
け
る
代
理
権
は
、
任
意
代
理
に
お
け
る
代
理
権
と
は
異
な
り
、
特
定
の
行
為
を
代
理
す
る
の
で
は

な
く
、
本
人
の
事
理
弁
識
能
力
が
欠
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
（
民
法
七
条
）、
本
人
の
私
的
自
治
を
補
充
す
る
た
め
に
包
括
的
な

権
限
が
授
与
さ
れ
て
い
る
（
民
法
八
五
九
条
）。
本
人
限
定
説
は
、
成
年
後
見
の
場
合
、
成
年
後
見
人
が
身
上
配
慮
・
療
養
看
護
に
関

す
る
事
務
を
行
う
に
あ
た
り
本
人
の
意
思
に
十
分
配
慮
す
る
と
し
て
も
（
民
法
八
五
八
条
）、
任
意
代
理
の
場
合
と
は
異
な
り
、
本
人

の
意
思
＝
（
完
全
に
イ
コ
ー
ル
）
代
理
人
の
意
思
と
し
て
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
成
年
後
見
人
が
遺
言
に
抵
触
す
る
処
分
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
民
法
一
〇
二
三
条
二
項
の
処
分
行
為

の
主
体
を
遺
言
者
に
限
定
す
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
同
規
定
が
生
前
の
処
分
行
為
に
つ
い
て
遺
言
の
撤
回
を
擬
制
す
る
の
は
、
遺
言

者
の
意
思
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
の
処
分
行
為
は
遺
言
者
自
身
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
9
）
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4　

法
定
代
理
人
に
よ
る
処
分
行
為
と
遺
言
の
効
力
と
の
関
係

　

遺
言
は
、
遺
言
者
の
最
終
意
思
が
一
定
の
方
式
の
も
と
表
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
者
の
意
思
を
本
人
以
外
の
者
に
伝
え
る
必

要
は
な
い
。
自
筆
証
書
遺
言
は
、
誰
か
に
そ
の
内
容
を
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
作
成
で
き
る
た
め
、
遺
言
者
が
、
誰
に
も
知
ら
れ
ず
に
遺

言
を
作
成
し
た
い
と
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
秘
密
の
保
障
）。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
を
作
成
し
た

被
後
見
人
は
、
遺
言
事
項
に
つ
い
て
成
年
後
見
人
に
伝
え
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
成
年
後
見
が
開
始
し
て
い
る
段
階
で
は
遺
言
者
本

人
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
遺
言
内
容
自
体
を
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
も
生
じ
る
。
そ
う
す
る
と
、
成
年
後
見
人
は
、
遺
言
内
容
を

知
ら
な
い
ま
ま
、
遺
言
に
抵
触
す
る
内
容
の
処
分
行
為
を
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
他
方
で
、
上
記
の
よ
う
に
、
通
説
の
立
場

に
た
っ
た
場
合
、
法
定
代
理
人
の
処
分
行
為
に
よ
り
、
遺
言
の
効
力
が
無
効
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
遺
言
の
効
力
と
本

人
の
処
分
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

　

以
下
で
は
、
成
年
後
見
人
の
処
分
行
為
と
遺
言
に
よ
る
処
分
が
抵
触
し
た
場
合
の
法
律
関
係
を
検
討
す
る
。

　

⑴　

二
重
譲
渡
構
成

　

法
定
代
理
人
の
抵
触
行
為
と
遺
言
に
よ
る
遺
贈
の
効
力
が
と
も
に
競
合
し
た
状
態
と
な
り
、
二
重
譲
渡
の
関
係
に
な
る
と
考
え
る
説

が
あ
る
。
こ
の
説
に
従
う
と
、
対
抗
要
件
の
具
備
の
先
後
で
、
目
的
物
の
所
有
権
の
取
得
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
対
抗
要
件
に
よ

る
画
一
的
な
処
理
が
可
能
と
な
る
。

　

⑵　

二
重
譲
渡
と
構
成
し
な
い
考
え
方

　

①
二
重
譲
渡
（
類
似
の
関
係
）
と
構
成
す
る
場
合
の
問
題
点

　

成
年
後
見
人
の
処
分
行
為
と
遺
贈
と
を
二
重
譲
渡
類
似
の
関
係
と
解
し
た
場
合
、
有
効
な
代
理
行
為
に
よ
り
取
引
に
介
入
し
た
第
三

者
が
、
急
な
遺
言
者
の
死
亡
等
の
偶
然
の
事
情
に
よ
り
先
に
受
遺
者
に
対
抗
要
件
が
備
わ
る
と
、
受
遺
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず

（
10
）

（
11
）
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（
民
法
一
七
七
条
）、
不
足
の
損
害
を
被
る
こ
と
が
あ
る
。
法
定
代
理
人
の
権
限
に
は
、
本
人
の
財
産
に
つ
い
て
の
代
理
権
が
あ
り
、

遺
贈
の
目
的
と
な
る
財
産
に
つ
い
て
の
管
理
・
処
分
を
本
人
の
た
め
に
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
の
行
為
は
有
効
な
代
理
行

為
で
あ
る
。
成
年
後
見
業
務
の
緊
急
性
か
ら
行
わ
れ
た
財
産
処
分
行
為
（
本
人
の
財
産
処
分
が
急
に
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
）
の
場

面
に
お
い
て
、
二
重
譲
渡
類
似
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
成
年
後
見
人
の
迅
速
な
処
分
行
為
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、

他
方
で
、
有
効
な
代
理
行
為
に
お
い
て
取
得
し
た
相
手
方
の
利
益
を
害
す
る
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

ま
た
、
成
年
後
見
人
に
よ
る
処
分
行
為
が
行
わ
れ
本
人
死
亡
ま
で
の
間
に
時
間
が
あ
れ
ば
、
通
常
相
手
方
に
対
抗
要
件
が
備
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
遺
言
の
効
力
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
遺
贈
が
履
行
不
能
と
な
っ
て
お
り
、

遺
言
の
効
力
が
生
じ
て
も
遺
贈
義
務
者
の
義
務
も
不
能
に
よ
り
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
成
年
後
見
人
に
よ
る
財
産
処
分
に

よ
り
遺
贈
の
目
的
物
が
処
分
さ
れ
相
手
方
が
対
抗
要
件
を
具
備
す
れ
ば
、
履
行
不
能
に
つ
い
て
遺
贈
義
務
者
に
帰
責
事
由
が
な
く
、
遺

贈
義
務
者
は
受
遺
者
に
対
し
て
遺
言
の
効
力
に
つ
い
て
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
二
重
譲
渡
と
構
成
す
る
こ
と
は
、
取
引
の
相
手
方
の
利
益
を
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
な
い
。
成
年
後
見
人
に
よ

り
処
分
さ
れ
た
目
的
物
の
代
価
は
、
相
続
財
産
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
る
。
成
年
後
見
人
が
処
分
し
た
財
産
の
代
価
が
相
続
財
産
に
混

入
す
る
こ
と
で
、
処
分
し
た
財
産
（
高
額
）
と
そ
れ
以
外
の
本
人
の
財
産
（
低
額
）
の
比
率
次
第
で
は
、
本
人
の
死
亡
時
に
相
続
人
が

い
た
場
合
に
は
相
続
人
が
遺
言
が
実
現
さ
れ
て
い
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
の
こ
と
は
、
遺
言
が
有

効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
特
定
物
を
特
定
の
者
に
取
得
さ
せ
る
」
と
い
う
遺
言
者
の
意
思
を
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
者
は
、
高
額
の
不
動
産
を
受
遺
者
に
与
え
、
残
っ
た
分
を
そ
れ
以
外
の
相
続
人
に
相
続
さ
せ
る
と
い
う

意
図
か
ら
遺
言
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
成
年
後
見
人
に
よ
る
処
分
に
よ
り
目
的
物
の
代
価
を
相
続
財
産
に
混
入
す
る
こ
と
を
認

め
る
処
理
は
、
遺
言
者
の
意
思
、「
遺
言
の
自
由
の
原
則
」
を
危
う
く
し
か
ね
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
二
重
譲
渡
類
似
の
関
係
と
構
成
す
る
こ
と
は
、
成
年
後
見
人
の
処
分
行
為
が
有
効
で
、
他
方
で
、
遺
言
の
有
効
性
、
ひ

い
て
は
遺
言
者
の
意
思
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

②
民
法
九
九
六
条
・
九
九
七
条
構
成

　
（
あ
）
民
法
九
九
六
条
と
九
九
七
条
の
適
用
関
係

　

成
年
後
見
人
の
処
分
に
よ
り
、
遺
言
者
が
行
っ
た
特
定
物
遺
贈
は
、
相
続
財
産
に
属
し
な
い
権
利
の
遺
贈
と
な
っ
て
い
る
。
民
法
九

九
六
条
本
文
は
、
こ
の
よ
う
な
遺
贈
に
つ
い
て
は
、
効
力
を
生
じ
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
同
条
た
だ
し
書
は
、
そ
の
権
利
が
相
続
財

産
に
属
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
遺
贈
の
目
的
と
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
遺
贈
は
有
効
と
さ
れ
、
こ
れ
を

受
け
、
民
法
九
九
七
条
は
、
遺
贈
義
務
者
の
受
遺
者
へ
の
移
転
義
務
（
同
条
一
項
）、
移
転
が
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
過
分
の
費
用
を

要
す
る
場
合
に
は
、
遺
贈
義
務
者
は
そ
の
価
額
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
同
条
二
項
）。

　

民
法
九
九
六
条
は
、
遺
贈
の
目
的
た
る
権
利
が
相
続
財
産
に
属
し
て
い
な
け
れ
ば
常
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
相
続
財
産
に
属

し
て
な
い
理
由
の
い
か
ん
は
問
わ
な
い
。
か
つ
て
は
遺
言
者
の
財
産
に
属
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
か
、
目
的
物
が
物
理
的
に
存
在
す
る

か
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
は
一
切
問
わ
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
た
だ
民
法
一
〇
二
三
条
二
項
の
処
分
行
為
や
同
一
〇
二
四
条
に

よ
る
遺
言
の
撤
回
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
条
に
よ
る
こ
と
な
く
、
遺
言
は
無
効
と
な
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
上
記

の
通
り
、
成
年
後
見
人
に
よ
る
処
分
行
為
は
、
民
法
一
〇
二
三
条
二
項
の
本
人
の
処
分
行
為
に
は
あ
た
ら
な
い
た
め
、
本
条
の
適
用
を

受
け
る
と
解
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
。

　
（
い
）
遺
言
者
（
被
後
見
人
）
の
「
意
思
」
と
成
年
後
見
人
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
「
意
思
」

　

次
に
、
民
法
九
九
六
条
た
だ
し
書
の
適
用
を
受
け
る
か
で
あ
る
が
、
起
草
者
の
意
思
と
し
て
は
、
裁
判
所
が
遺
言
者
の
意
思
あ
り
と

「
認
む
べ
き
と
き
」
に
は
広
く
そ
の
意
思
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
規
定
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
九
九
六
条
た
だ
し
書
の

（
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）

（
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）

（
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）
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立
法
趣
旨
に
従
う
と
遺
言
者
が
特
定
物
遺
贈
に
関
す
る
遺
言
を
残
し
て
い
る
以
上
、
通
常
特
定
物
遺
贈
の
意
思
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

遺
言
の
効
力
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
特
定
物
遺
贈
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
成
年
後
見
人
が

本
人
の
「
遺
言
を
撤
回
す
る
明
確
な
意
思
」
を
確
認
し
、
そ
の
意
思
に
従
い
処
分
を
し
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
必
要
と
な
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

成
年
後
見
人
は
、
民
法
八
五
八
条
に
従
い
、
本
人
の
「
法
的
な
意
思
と
は
い
え
な
い
可
能
性
の
あ
る
意
思
」
は
確
認
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
が
、
本
人
の
事
理
弁
識
能
力
が
欠
け
る
た
め
に
成
年
後
見
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
成
年
後
見
人
が
本

人
の
た
め
に
行
う
処
分
行
為
の
確
認
に
つ
い
て
、
本
人
が
処
分
行
為
の
対
価
な
ど
を
含
め
た
法
的
な
意
味
を
ど
こ
ま
で
認
識
し
て
返
答

し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
り
、
こ
の
意
思
を
遺
言
撤
回
の
意
思
に
繋
げ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
そ
も
そ
も
、
遺
言
者
は
遺
言
を
す

る
時
点
で
遺
言
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
法
九
六
三
条
）。
遺
言
は
意
思
表
示
を
要
素
と
す
る
法
律
行
為
の
一
類
型
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
こ
で
の
能
力
は
、
意
思
能
力
と
同
程
度
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
遺
言
内
容
の
複
雑
さ
を
も
と
に
遺
言
能
力

の
相
対
化
は
、
裁
判
例
・
学
説
で
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
成
年
被
後
見
人
が
遺
言
を
す
る
場
合
に
は
、
事
理
弁
識
能
力
が

回
復
し
た
時
に
、
医
師
二
人
以
上
の
立
会
い
の
も
と
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
民
法
九
七
三
条
）、
遺
言
能
力
に
つ
い
て
も
厳
格
に
そ

の
有
無
が
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
遺
言
の
撤
回
に
必
要
な
能
力
に
つ
い
て
は
民
法
上
明
確
な
規
定
は
な
い
。
遺
言
の
撤

回
は
、
民
法
上
は
い
つ
で
も
で
き
る
（
民
法
一
〇
二
二
条
）。
こ
の
場
合
、
遺
言
の
受
遺
者
な
ど
の
利
害
関
係
人
は
、
遺
言
の
存
在
を

信
頼
し
た
と
し
て
も
本
人
の
撤
回
権
の
行
使
に
よ
り
遺
言
そ
の
も
の
が
消
滅
し
、
本
人
は
遺
言
を
撤
回
し
た
か
ら
と
い
っ
て
受
益
者
な

ど
の
利
害
関
係
人
に
法
的
責
任
は
負
わ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
一
般
の
取
引
行
為
と
比
べ
て
通
常
人
並
の
精
神
能
力
は
遺
言
者
に
要
求

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
撤
回
に
つ
い
て
の
法
的
意
味
を
理
解
で
き
ず
に
撤
回
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
撤
回
に

お
い
て
必
要
な
能
力
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
結
局
遺
言
の
撤
回
の
場
面
で
も
、
そ
の
行
為
の
複
雑
性
や
難
易
度
を

（
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）

（
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）

（
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）
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相
対
的
に
判
断
し
、
当
該
行
為
と
の
関
係
で
必
要
な
能
力
が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
成
年
被
後
見
人
が

遺
言
を
撤
回
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
遺
言
能
力
に
準
じ
た
法
的
措
置
を
講
じ
て
は
じ
め
て
有
効
な
撤
回
行
為
と
評
価
し
う
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
成
年
後
見
人
が
被
後
見
人
の
身
上
配
慮
の
一
環
で
、
本
人
の
意
思
を
確
認
し
た
だ
け
で
は
、
本
人
の
撤
回

が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
成
年
後
見
人
の
処
分
行
為
に
民
法
一
〇
二
三
条
の
撤
回
の
効
力
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
民
法
九
七
三
条
の

手
続
に
従
い
本
人
の
意
思
が
表
明
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
が
必
要
と
な
る
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
例
外
的
な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
成
年
後
見
人
の
処
分
行
為
に
よ
り
遺
贈
目
的
物
が
相
続
財
産
に
属
し
な
い
場

合
に
は
、
民
法
九
九
七
条
の
義
務
を
遺
贈
義
務
者
が
負
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
成
年
後
見
人
が
処
分
し
た

相
手
方
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
事
実
上
民
法
九
九
七
条
一
項
の
当
該
目
的
物
に
関
す
る
権
利
の
移
転
義
務
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
同
条
二
項
に
従
い
目
的
物
の
価
額
の
弁
償
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

民
法
九
九
七
条
二
項
で
弁
償
す
べ
き
「
価
額
」
と
い
う
の
は
権
利
の
対
価
で
あ
り
、
そ
の
算
定
時
期
は
、
受
遺
者
が
請
求
し
た
時
が

そ
の
基
準
時
と
な
り
、
弁
償
す
べ
き
価
額
は
相
続
財
産
の
価
額
を
超
え
る
と
き
に
は
、
そ
の
限
度
内
で
弁
償
す
れ
ば
足
り
る
と
解
さ
れ

て
い
る
。

　

③
民
法
九
九
九
条
一
項
構
成

　

受
遺
者
は
、
民
法
九
九
九
条
一
項
に
よ
り
償
還
請
求
権
を
遺
贈
の
目
的
と
し
て
有
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

民
法
九
九
九
条
は
、
遺
贈
の
目
的
物
が
遺
贈
の
効
力
発
生
前
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
債
権
の
一
般
原
則
か
ら
み
て
、
そ
の

遺
贈
は
目
的
物
不
存
在
の
た
め
効
力
を
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
遺
贈
の
目
的
の
権
利
に
変
わ
る
も
の
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
受

遺
者
の
通
常
の
意
思
を
推
測
し
て
、
そ
の
代
償
物
を
遺
贈
の
目
的
と
し
た
も
の
と
推
定
す
る
と
い
う
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。

　

代
償
請
求
権
が
生
じ
る
原
因
と
し
て
、
目
的
物
の
滅
失
・
変
造
、
そ
の
他
占
有
の
喪
失
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
民
法
九
九
九
条
一

（
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）
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項
の
償
金
請
求
権
を
取
得
す
る
に
至
っ
た
原
因
は
法
律
上
の
原
因
は
問
わ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
そ
の
権
利
を
遺
贈

の
目
的
と
し
た
も
の
と
推
定
」
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
権
利
が
受
遺
者
に
帰
属
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
遺
言
の
効
力
が
生
じ
た
時
点

と
解
さ
れ
て
お
り
、
受
遺
者
は
遺
言
者
の
代
位
権
者
と
し
て
償
金
請
求
権
を
第
三
者
に
対
し
て
行
使
す
る
の
で
は
な
く
、
相
続
財
産
と

し
て
の
償
金
請
求
権
を
遺
贈
の
目
的
と
し
て
相
続
人
か
ら
移
転
を
受
け
、
自
己
の
権
利
と
し
て
第
三
者
に
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
条
は
、
あ
く
ま
で
遺
言
者
の
意
思
の
推
定
を
す
る
規
定
で
あ
り
、
遺
言
者
が
こ
れ
と
異
な
る
撤
回
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合

に
は
、
本
条
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

成
年
後
見
人
に
よ
る
遺
贈
目
的
物
が
処
分
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
人
（
通
常
成
年
後
見
人
が
代
理
し
て
受
領
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
が
）
に
相
手
方
に
対
し
て
代
金
請
求
権
が
生
じ
て
お
り
、
遺
言
の
効
力
発
生
ま
で
に
こ
の
権
利
が
行
使
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
こ

の
代
金
請
求
権
は
遺
贈
の
目
的
と
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
受
遺
者
は
、
遺
贈
の
目
的
と
し
て
相
続
人
か
ら
移
転
を
受
け
、

自
己
の
権
利
と
し
て
「
第
三
者
」
に
対
し
て
、
代
金
請
求
権
相
当
額
を
償
金
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
こ
の
よ
う

に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
上
記
の
通
り
、
成
年
後
見
人
に
よ
る
処
分
行
為
は
、
民
法
一
〇
二
三
条
の
本
人
の

意
思
に
基
づ
く
撤
回
に
あ
た
ら
ず
、
遺
贈
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
通
常
、
受
遺
者
に
対
し
て
代
金
（
代
償
物
）
を
遺
贈
す
る
趣

旨
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
推
定
を
覆
す
た
め
に
は
、
遺
言
者
が
こ
れ
と
異
な
る
意

思
を
明
確
に
示
し
て
い
る
な
ど
の
事
情
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
成
年
後
見
人
が
、
売
却
代
金
を
代
理
し
て
受
領
し
て
い
る
場
合
、
遺
言
の
効
力
が
発
生
し
た
時
点
で
、
本
人
の
他

の
財
産
に
混
入
し
て
し
ま
い
、
売
却
代
金
と
他
の
財
産
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面

に
お
い
て
、
受
遺
者
は
、
本
条
の
趣
旨
を
類
推
し
、「
第
三
者
」
に
対
し
て
で
は
な
く
、
相
続
人
で
あ
る
遺
贈
義
務
者
に
対
し
て
、
売

却
代
金
相
当
額
の
償
金
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。

（
20
）

（
21
）

（
22
）
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こ
の
場
面
で
は
、
代
理
人
で
あ
る
成
年
後
見
人
が
代
金
を
受
領
し
、
そ
れ
を
管
理
し
、
本
人
の
死
亡
後
相
続
人
に
管
理
財
産
を
引
き

渡
す
こ
と
に
な
る
た
め
、（
ⅰ
）
本
条
に
お
け
る
償
金
請
求
権
は
、
遺
言
の
発
生
時
に
は
、
消
滅
し
て
い
る
と
解
す
る
か
、
あ
る
い
は

（
ⅱ
）
遺
言
が
有
効
で
あ
る
以
上
、
遺
言
の
効
力
発
生
時
に
遺
言
の
目
的
物
に
対
す
る
償
金
請
求
権
は
観
念
で
き
、
償
金
相
当
額
を
相

続
財
産
に
対
し
て
物
上
代
位
す
る
と
解
す
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
遺
言
者
の
意
思
を
尊
重
す
る
の
で
あ
れ
ば
、（
ⅱ
）
の
結

論
に
繋
が
り
、
本
条
の
償
金
請
求
権
は
「
第
三
者
」
に
対
し
て
は
消
滅
し
て
い
る
た
め
、
本
条
の
守
備
範
囲
外
と
な
り
一
般
の
規
定
に

従
う
と
解
す
る
な
ら
ば
（
ⅰ
）
の
結
論
に
繋
が
る
。
た
だ
し
、（
ⅰ
）
を
と
っ
て
も
、
遺
言
の
有
効
性
、
す
な
わ
ち
遺
言
者
の
意
思
を

重
視
す
る
な
ら
ば
、
相
続
人
は
、
本
来
遺
言
に
従
い
混
入
し
た
代
金
相
当
額
を
受
遺
者
に
支
払
う
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
相
続
財
産
」
と
し
て
取
得
で
き
な
い
は
ず
の
価
値
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
受
遺
者
は
、
相
続

人
（
遺
贈
義
務
者
）
に
対
し
て
、
民
法
九
九
九
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
（「
移
転
」
の
形
は
と
ら
ず
に
）
直
接
償
金
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
不
当
利
得
の
法
理
に
従
い
売
却
代
金
相
当
額
に
つ
き
返
還
請
求
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
i’
）。

　
（
i’
）（
ⅱ
）
の
構
成
に
従
っ
た
と
し
て
も
、
受
遺
者
は
、
あ
く
ま
で
も
、
処
分
さ
れ
た
遺
贈
目
的
物
の
対
価
の
限
度
で
、
そ
れ
を
取

得
し
た
遺
贈
義
務
者
（
相
続
人
）
に
、
そ
の
限
り
で
権
利
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
と
め
─
検
討
と
今
後
の
課
題
─

　

こ
れ
ま
で
、
問
題
の
所
在
で
設
定
し
た
設
例
を
も
と
に
、
成
年
被
後
見
人
が
行
っ
て
い
る
遺
贈
の
目
的
物
を
成
年
後
見
人
が
処
分
し

た
場
合
に
、
成
年
後
見
人
の
行
為
と
遺
言
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
き
た
。

　

こ
の
問
題
に
お
い
て
ま
ず
考
慮
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
成
年
後
見
人
が
行
っ
た
行
為
の
有
効
性
と
優
位
性
で
あ
る
。

　

成
年
後
見
人
の
行
為
は
、
民
法
上
の
規
定
に
従
い
無
権
代
理
と
な
る
場
合
や
一
般
法
裡
で
制
限
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
有
効
な
も
の
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と
し
て
扱
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
遺
言
に
よ
る
処
分
は
、
対
抗
要
件
構
成
を
除
き
、
成
年
後
見
人
の
行
為
に
劣
後
す
る
位
置
づ
け

に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
成
年
後
見
人
の
行
為
は
、
本
人
の
現
在
の
「
生
」
に
向
け
た
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
死
後
に
対
す
る
本

人
の
意
思
よ
り
も
優
先
す
べ
き
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
は
、
取
引
の
安
全
に
も
繫
が
る
。
そ
う
す
る
と
成
年

後
見
人
の
行
為
の
優
位
性
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
で
は
ど
こ
ま
で
遺
言
意
思
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
が
こ
の
問
題
の
核
心
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

確
か
に
、
法
定
代
理
人
を
撤
回
権
者
に
包
含
す
る
構
成
は
、
成
年
後
見
人
の
意
思
決
定
が
遺
言
者
の
意
思
に
代
わ
る
と
い
う
こ
と
を

認
め
る
た
め
、
撤
回
行
為
後
の
取
引
関
係
は
安
定
す
る
。
し
か
し
、
成
年
後
見
人
の
意
思
決
定
は
あ
く
ま
で
も
本
人
の
生
前
の
生
活
を

保
護
す
る
こ
と
に
向
か
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
死
後
に
つ
い
て
目
配
せ
を
し
た
決
定
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
目
配
せ
を
す
る
必

要
が
な
い
。
も
し
、
本
人
に
意
思
能
力
が
あ
る
状
態
で
撤
回
が
行
わ
れ
れ
ば
、
処
分
し
た
財
産
で
生
前
使
い
切
れ
な
か
っ
た
財
産
が
あ

れ
ば
そ
れ
は
当
初
遺
贈
し
た
か
っ
た
受
遺
者
に
与
え
よ
う
と
い
う
配
慮
が
働
き
、
撤
回
時
に
そ
の
よ
う
な
遺
言
を
改
め
て
作
成
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
が
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
て
い
る
状
況
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
構
成
は
、
遺
言
者
の
上
記
の
よ
う
な
意
思
を
完
全
に
排
除
し
て
し
ま
い
、
処
分
後
の
代
価
を
相
続
財
産
に
組
み
入
れ
て
し
ま

う
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
構
成
に
対
し
て
、
法
定
代
理
人
を
撤
回
権
者
に
包
含
し
な
い
と
す
る
構
成
に
従
う
と
、
遺
言
の
有
効
性
を
認
め
た
う
え

で
、
事
実
上
遺
言
内
容
を
実
行
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
段
階
で
、
ど
う
す
れ
ば
本
人
の
意
思
に
近
づ
け
て
遺
言
内
容
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
本
人
に
不
利

益
は
生
じ
ず
、
ま
た
制
度
上
の
矛
盾
を
来
す
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
（
特
定
の
）
相
続
人
に
、
一
度
事
実
上
取
得
で
き
た
相
続
財

産
が
取
得
で
き
な
く
な
る
と
い
う
不
利
益
が
生
じ
る
事
態
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
相
続
制
度
上
許
容
さ
れ
る
不
利
益
と
い
え
る
。
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遺
留
分
権
者
で
あ
る
一
定
の
相
続
人
は
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
遺
留
分
権
利
者
で
な
い
相
続
人
は
、
遺
言
に
よ
り
相

続
分
が
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
こ
と
も
法
は
認
め
て
お
り
、
相
続
人
は
そ
れ
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
法
九
九
六
条
・

九
九
七
条
構
成
、
民
法
九
九
九
条
構
成
は
、
こ
の
考
え
方
に
馴
染
む
。
し
か
し
、
民
法
九
九
六
条
・
九
九
七
条
構
成
を
と
っ
た
場
合
、

受
遺
者
が
価
額
賠
償
を
求
め
る
可
能
性
が
高
く
、
民
法
九
九
九
条
構
成
（
i’
）（
ⅱ
）
は
、
相
続
財
産
へ
の
物
上
代
位
と
な
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
た
場
合
、
相
続
財
産
が
処
分
時
の
対
価
相
当
額
が
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
予
測
さ
れ
、
こ
の

場
合
ど
の
範
囲
で
こ
れ
ら
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
は
な
お
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
る
。

＊　

本
稿
の
公
刊
に
先
立
ち
二
〇
一
四
年
一
一
月
期
開
催
の
関
西
家
事
事
件
研
究
会
で
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
の
き
っ
か
け

は
二
〇
一
三
年
に
小
田
耕
平
法
律
事
務
所
よ
り
ご
依
頼
い
た
だ
い
た
大
阪
地
方
裁
判
所
へ
の
意
見
書
の
作
成
に
よ
る
。
関
係
の
先
生
方
に
は
貴

重
な
ご
意
見
・
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

床
谷
文
雄
「
遺
言
法
の
課
題
─
遺
言
者
の
終
意
は
い
か
な
る
意
味
で
尊
重
す
べ
き
か
」
野
村
豊
弘
＝
床
谷
文
雄
編
『
遺
言
自
由
の
原
則
と
解

釈
』
四
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
年
）。

潮
見
佳
男
『
相
続
法
〔
第
五
版
〕』
二
─
三
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）。
ま
た
、
床
谷
・
前
掲
（
1
）
三
頁
以
下
で
は
、
二
〇
〇
六
年
日

本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
遺
言
法
を
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

潮
見
・
前
掲
（
2
）
三
頁
で
は
、
国
家
が
介
入
す
る
可
能
性
と
し
て
、
典
型
的
に
は
、
相
続
人
の
指
定
を
遺
言
で
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
る
点
、
一
定
の
相
続
資
格
を
有
す
る
者
に
遺
留
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
、
遺
言
で
き
る
事
項
が
法
律
で
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

と
す
る
。

最
判
平
成
四
年
一
二
月
一
〇
日
民
集
四
六
巻
九
号
二
七
二
七
頁
参
照
。

幾
代
通
＝
広
中
俊
雄
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
16
）』〔
中
川
高
男
〕
二
二
五
頁
（
有
斐
閣
〔
復
刻
版
〕、
平
成
二
二
年
）。

小
林
昭
彦
＝
大
門
匡
他
著
『
新
成
年
後
見
制
度
の
解
説
』
一
四
一
頁
以
下
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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最
高
裁
平
成
二
八
年
三
月
一
日
判
タ
一
四
二
五
号
一
二
六
頁
の
事
案
で
は
、
高
齢
の
夫
の
徘
徊
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
に
つ
き
妻
の
七
一
四

条
責
任
が
問
わ
れ
た
が
、
最
高
裁
平
成
二
八
年
三
月
一
日
判
決
は
、
成
年
後
見
人
の
身
上
配
慮
義
務
は
、「
成
年
後
見
人
が
契
約
等
の
法
律
行
為

を
行
う
際
に
成
年
被
後
見
人
の
身
上
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
成
年
後
見
人
に
対
し
事
実
行
為
と
し
て
成
年
被
後

見
人
の
現
実
の
介
護
を
行
う
こ
と
や
成
年
被
後
見
人
の
行
動
を
監
督
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
」
ず
、
成
年
後
見
人
で
あ

る
こ
と
か
ら
直
ち
に
七
一
四
条
の
法
定
の
監
督
義
務
者
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
つ
つ
、「
法
定
の
監
督
義
務
者
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、

責
任
無
能
力
者
と
の
身
分
関
係
や
日
常
生
活
に
お
け
る
接
触
状
況
に
照
ら
し
、
第
三
者
に
対
す
る
加
害
行
為
の
防
止
に
向
け
て
そ
の
者
が
当
該
責

任
無
能
力
者
の
監
督
を
現
に
行
い
そ
の
態
様
が
単
な
る
事
実
上
の
監
督
を
超
え
て
い
る
な
ど
そ
の
監
督
義
務
を
引
き
受
け
た
と
み
る
べ
き
特
段
の

事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
」、
民
法
七
一
四
条
一
項
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
と
の
判
示
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
年
後
見
人
が
被
後
見
人

の
た
め
に
、
加
害
行
為
の
防
止
に
向
け
て
現
に
監
督
を
行
っ
て
い
た
り
、
単
な
る
事
実
上
の
監
督
を
超
え
て
監
督
義
務
を
引
き
受
け
た
と
い
う
事

情
が
あ
れ
ば
同
七
一
四
条
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
被
後
見
人
の
不
法
行
為
が
予
見
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
（
認
知
症
高
齢

者
に
よ
る
交
通
事
故
や
万
引
き
が
繰
り
返
し
生
じ
て
い
る
場
合
）
に
は
、
被
害
者
に
対
し
て
成
年
後
見
人
自
身
が
同
七
〇
九
条
責
任
を
負
う
こ
と

も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
本
人
の
た
め
に
も
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
善
管
注
意
義
務
違
反
も
問
わ
れ
う
る
。

梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
（
5
）
初
版
〕』
四
一
六
頁
（
信
山
社
、
一
九
九
二
年
〔
復
刻
版
〕）。

中
川
善
之
助
＝
加
藤
永
一
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
28
）〔
補
訂
版
〕』〔
山
本
正
憲
〕
四
〇
五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）。

阿
部
徹
「
遺
言
の
取
消
し
（
撤
回
）」
川
井
健
ほ
か
編
『
講
座
・
現
代
家
族
法
第
六
巻
』
一
六
九
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
）。

な
お
、「
特
定
の
相
続
人
に
対
し
て
特
定
の
財
産
を
相
続
さ
せ
る
旨
」
の
遺
言
を
行
っ
た
場
合
、
判
例
理
論
（
最
判
平
成
三
年
四
月
九
日
民

集
四
五
巻
四
号
四
七
七
頁
）
に
従
う
限
り
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
遺
贈
と
は
解
さ
れ
ず
、
二
重
譲
渡
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
あ
く
ま
で
「
遺
贈
」
を
前
提
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

我
妻
栄
＝
立
石
芳
枝
『
親
族
法
・
相
続
法
』
五
九
二
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
五
二
年
）。

前
掲
（
9
）『
新
版
注
釈
民
法
（
28
）〔
補
訂
版
〕』〔
阿
部
徹
〕
二
四
六
頁
。

『
法
典
調
査
会
速
記
録
第
195
回
』（
巌
松
堂
書
店
、
昭
和
七
─
一
二
年
）
一
五
─
一
六
頁
〔
富
井
政
章
発
言
〕
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttp://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1711429

、
前
掲
（
9
）『
新
版
注
釈
民
法
（
28
）〔
補
訂
版
〕』〔
阿
部
〕
二
四
六
頁
。

村
田
彰
「
遺
言
に
必
要
な
精
神
能
力
」
新
井
誠
＝
西
山
詮
『
成
年
後
見
と
意
思
能
力
』
九
六
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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詳
細
は
、
村
田
・
前
掲
（
15
）
九
七
頁
以
下
。

村
田
・
前
掲
（
15
）
一
〇
四
頁
。

前
掲
（
9
）『
新
版
注
釈
民
法
（
28
）〔
補
訂
版
〕』〔
阿
部
〕
二
五
〇
頁
。

前
掲
（
9
）『
新
版
注
釈
民
法
（
28
）〔
補
訂
版
〕』〔
山
本
正
憲
〕
四
一
一
頁
。

我
妻
＝
立
石
・
前
掲
（
12
）
五
九
七
頁
。

前
掲
（
9
）『
新
版
注
釈
民
法
（
28
）〔
補
訂
版
〕』〔
上
野
雅
和
〕
二
六
三
頁
。

遺
言
者
の
意
思
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
二
─
4
⑵
②
い
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）




